
 

 

 

 

 

 

「京都丹波 まな Viva！」は、学校と先生を応援する南丹教育局の学びのニュースです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年３月 19 日 No.6１   

京都府南丹教育局発行   

  

①    

京都丹波 

こんな児童生徒、教員を育成したい 

令和５年度から京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～が実施され、令和６年度は全ての小・中・義務

教育学校において、学力ステップや非認知能力、学習の方法等の「伸び」がわかるようになります。しかし、個々の

子どもに焦点をあて、データと普段の観察からその子のための支援や手立てを考えていくことが大切であることは

変わりません。子どもたち一人一人の可能性を最大限に引き出せるよう、データを効果的に活用していきましょう。 

  「伸び」がわかるデータはどれ？ 

RV－PDCAサイクルの確立を！ 〇児童生徒個々の状況や集団の傾向を把握する。 

〇経年比較により個々の変容や集団の変容を把握し、その要因を 

考えたり、取組の効果を検証したりする。 

〇結果データだけでなく、実際の児童生徒の様子とも重ね合わ

せ、個々や集団の特徴や強み、課題の把握をする。 
現状の子どもの姿は？ 

どんな姿を目指す？ 

去年の 

分析では？ 

データと見取りから

考えられることは？ 

個に応じた手立ては？ 

集団に応じた手立ては？ 

仮説の修正

は必要か？ 

取組の効果は？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  どうやって分析するの？   どうやって活用するの？ 

〇２年目以降になると、質問調査の回答

結果と教科の学力値の伸びとの関係

の把握が可能になります。 

 

〇学力の伸びの背景にある効果的な指

導方法は校内で共有し、波及していく

ことが大切です。 

 

〇義務教育修了段階にどのような力を

付けたいのかを中学校区で共有し、

小中で同じデータを見ながら、発達段

階に応じてどのような指導・支援がで

きるか考えることも効果的です。 

学力ステップ毎の人数をヒストグラムで整理 

学力ステップと伸びの相関を 

Excel のピボットテーブルで整理 

教育活動、研究推進の成果検証をするために、活用するデータを選択することが大切です。 

〇「自己調整」や、「学びに対する積極

性」等の非認知能力、「表層理解」や

「精緻化」等の学習の方法について

は、質問項目を確認しながら、どのよう

な力を示しているのかを確認し、単元

や授業の中で発揮する場面を設定し

ていくことが大切です。 

 

 

令和５年度第２回京都府学力・学習状況調査～

学びのパスポート～に係る活用・分析研修会より 

〇学校改善プランは、RV‐PDCA の視点

で作成されています。この学校改善プ

ランを活用することで、そのサイクルが

自然に回り始めます。 

 

〇教員の経験（観察）と結果データとの

両輪で結果の背景も含めて分析するこ

とが、具体的な手立てにつながります。 

京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～ 

取組状況調査の結果から 

「学校改善プラン」の活用を！ 

単元・授業づくりの視点に！ 

単元に位置付けるイメージ 授業に位置付けるイメージ 

自らの学びを振り返り学び方を自己調整する児童生徒、 
自らの指導を振り返りより指導力を高めようとする教員 
の姿を目指していきましょう。 


